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（訂正）「2024年12月期  第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕（連結）」

の一部訂正について 

 

2024年８月８日に公表いたしました「2024年12月期  第２四半期（中間期）決算短信〔日本基

準〕（連結）」の記載内容の一部に、訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせい

たします。 

 

記 

 

１． 訂正の理由 

経営成績等の概況のうち、令和５年度人事院勧告に伴う公定価格改定および処遇改善の影響の

一部に誤りがあったため。 

 

２．訂正の内容（訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。） 

１．経営成績等の概況 

 

（訂正前） 

（１）当中間期の経営成績の概況 

（中略） 

（特記事項）令和５年度人事院勧告に伴う公定価格改定および処遇改善の影響 

（単位：百万円） 

  

公定価格改定 
(売上高増：注１) 

処遇改善 
(費用増) 

利益影響  

  
2024 年中間連結会計期間 2024 年中間連結会計期間 2024 年中間連結会計期間 備考 

  
 第１ 

四半期 
第２ 
四半期 

 第１ 
四半期 

第２ 
四半期 

 第１ 
四半期 

第２ 
四半期 

 

令和５年度分 
(注２) 

329 97 232 432 － 432 △103 97 △200  

令和６年度分 
(注３) 

61 － 61 － － － 61 － 61 
第４四半期に

処遇改善を 
実施予定 

 合 計 390 97 293 432 － 432 △41 97 △138  

 
内、 

当社独自改善 
－ － － 103 － 103 △103 － △103  



（中略） 

（その他 特殊要因）（注４） 

・令和５年度人事院勧告に伴う公定価格改定による令和６年度分（2024 年４月～2024 年６月分）の助成

金収入増加と、保育所等職員の人件費増額（処遇改善）の計上時期ずれによるプラス影響 61 百万円が

発生したこと 

（中略） 

（エデュケア事業 ： 保育施設、学童児童館等の運営） 

（中略） 

以上の結果、セグメント利益は 838 百万円（同 73.7%増）と大幅に改善し、特殊要因（令和５年度公定

価格改定影響 61 百万円)を除いても、業績改善が着実に進捗しております。 

（中略） 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

令和５年度人事院勧告に伴う公定価格改定においては、改定分の収入を保育所等職員の人件費に全額を

充てるべきものとされております。当社グループにおいては、当該対応（保育職員等の処遇改善による還

元）について、令和５年度分（2023 年４月～2024 年３月分）に係る人件費として約 4.3 億円を、当中間

連結会計期間において費用計上済みです。一方で、当中間連結会計期間の業績には、令和６年度分（2024

年４月～2024 年６月分）の助成金収入増加と保育所等職員の処遇改善の計上時期ずれにより営業利益へ

の一時的なプラス影響（61 百万円）が生じておりますが、第４四半期に当該処遇改善を実施予定である

ことから、通期利益へのプラス影響はありません（詳細は「（１）当中間期の経営成績の概況（特記事項）

令和５年度人事院勧告に伴う公定価格改定および処遇改善の影響」参照）。 

 

（訂正後） 

（１）当中間期の経営成績の概況 

（中略） 

（特記事項）令和５年度人事院勧告に伴う公定価格改定および処遇改善の影響 

（単位：百万円） 

  

公定価格改定 
(売上高増：注１) 

処遇改善 
(費用増) 

利益影響  

  
2024 年中間連結会計期間 2024 年中間連結会計期間 2024 年中間連結会計期間 備考 

  
 第１ 

四半期 
第２ 
四半期 

 第１ 
四半期 

第２ 
四半期 

 第１ 
四半期 

第２ 
四半期 

 

令和５年度分 
(注２) 

329 97 232 432 － 432 △103 97 △200  

令和６年度分 
(注３) 

105 － 105 － － － 105 － 105 
第４四半期に

処遇改善を 
実施予定 

 合 計 434 97 337 432 － 432 2 97 △95  

 
内、 

当社独自改善 
－ － － 103 － 103 △103 － △103  

 

（中略） 

（その他 特殊要因）（注４） 

・令和５年度人事院勧告に伴う公定価格改定による令和６年度分（2024 年４月～2024 年６月分）の助成

金収入増加と、保育所等職員の人件費増額（処遇改善）の計上時期ずれによるプラス影響 105 百万円が



発生したこと 

（中略） 

（エデュケア事業 ： 保育施設、学童児童館等の運営） 

（中略） 

以上の結果、セグメント利益は 838 百万円（同 73.7%増）と大幅に改善し、特殊要因（令和５年度公定

価格改定影響 105 百万円)を除いても、業績改善が着実に進捗しております。 

（中略） 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

令和５年度人事院勧告に伴う公定価格改定においては、改定分の収入を保育所等職員の人件費に全額を

充てるべきものとされております。当社グループにおいては、当該対応（保育職員等の処遇改善による還

元）について、令和５年度分（2023 年４月～2024 年３月分）に係る人件費として約 4.3 億円を、当中間

連結会計期間において費用計上済みです。一方で、当中間連結会計期間の業績には、令和６年度分（2024

年４月～2024 年６月分）の助成金収入増加と保育所等職員の処遇改善の計上時期ずれにより営業利益へ

の一時的なプラス影響（105 百万円）が生じておりますが、第４四半期に当該処遇改善を実施予定である

ことから、通期利益へのプラス影響はありません（詳細は「（１）当中間期の経営成績の概況（特記事項）

令和５年度人事院勧告に伴う公定価格改定および処遇改善の影響」参照）。 

 

以上 


